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2あさくち議会だより

9月定例会９月定例会は９月２日に招集され、
18 日までの 17 日の会期で開催しました。
一般質問には代表質問２人、
個人質問６人が登壇し、市政運営を質しました。

広島市豪雨災害見舞金に350万円
補正後総額 148 億 2,043 万円（対前年比 +13.3%）

◯歳出の主なもの
事　業　名 内　　　　容 金　　額

広島市豪雨災害見舞金 広島市で発生した豪雨災害の被災者支援のため、災害見
舞金を送るもの 350万円

予防接種事業 10月から水痘、成人用肺炎球菌ワクチンの定期予防接
種の実施 1,119 万円

放課後児童クラブ施設整備事業 金光のびっこクラブ施設の増築のための実施設計委託料 353万円

子育て支援施設整備事業 親子で気軽に利用できる施設整備を検討するため、基本
構想を策定 200万円

小規模ため池補強事業 農業用ため池施設の改修 1,065 万円

道路維持補修事業 道路の維持補修費 1,960 万円

学校施設耐震補強事業 鴨方中学校校舎耐震補強工事の追加実施に伴う設計委託料 665万円

会　計　名 内　　　　容 補　正　額
介護保険 過年度歳入返還金など 527万円

一般会計補正予算 7,954 万円を可決　

一般会計補正予算

特別会計補正予算
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9月定例会  
主
な
議
案

 

条
例

○�

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
の

制
定

　
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
よ
り
、
い
じ

め
の
防
止
対
策
を
総
合
的
・
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
、「
浅
口
市
い
じ
め
問
題
対
策
基

本
方
針
」
を
策
定
し
、
連
絡
協
議
会
や
専
門

委
員
会
を
設
け
、
対
策
を
行
う
も
の
。

子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度
に
向
け

条
例
を
制
定

○�

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　
児
童
福
祉
法
に
規
定
さ
れ
た
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
の
保
育
事
業
の
認
可
基
準

を
定
め
、施
設
の
適
正
な
運
営
を
図
る
も
の
。

・
家
庭
的
保
育
（
保
育
マ
マ
）

　
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
も
と
で
、少
人
数（
定

員
５
人
以
下
）
を
対
象
に
保
育
者
の
居
宅
な

ど
で
き
め
細
か
な
保
育
を
行
う
も
の
。

・
小
規
模
保
育

　
少
人
数（
定
員
６
人
〜
19
人
）を
対
象
に
、

家
庭
的
保
育
に
近
い
雰
囲
気
の
も
と
、
き
め

細
か
な
保
育
を
行
う
も
の
。

・
事
業
所
内
保
育

　
会
社
の
事
業
所
の
保
育
施
設
な
ど
で
、
従

業
員
の
子
ど
も
と
地
域
の
子
ど
も
を
一
緒
に

保
育
す
る
も
の
。

・
居
宅
訪
問
型
保
育

　
障
害
・
疾
患
な
ど
で
個
別
の
ケ
ア
が
必
要

な
場
合
や
施
設
が
な
く
な
っ
た
地
域
で
保
育

を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
に
、
保

護
者
の
自
宅
で
１
対
１
で
保
育
を
行
う
も

の
。

○�

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定

　
特
定
教
育・保
育
施
設
（
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
稚
園
、
保
育
所
）
と
特
定
地
域
型
保
育
事

業
（
家
庭
的
保
育
事
業
等
）
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
、
適
正
な
施
設
運
営
を
図
る

も
の
。

○�

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、「
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
」
の
設
備
、
運
営
の
基
準
を
条

例
で
定
め
る
も
の
。

 

人
事

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

　

三
好
孝
治
氏
を
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

引
き
続
き
適
任
と
し
ま
し
た
。
ま
た
田
中

二
三
一
氏
を
新
た
に
適
任
と
し
ま
し
た
。
任

期
は
３
年
間
。

 

請
願
・
陳
情

　
次
の
請
願
・
陳
情
を
採
択
し
、
関
係
機
関

に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

【
採
択
】

○�

食
料
自
給
率
の
向
上
を
最
優
先
し
た
「
農

政
改
革
」
を
求
め
る
請
願

・
提
出
者　
岡
山
県
農
民
運
動
連
合
会

・
紹
介
議
員　
桑
野　
和
夫

○�

少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改
善
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復

元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
１
５
年
度
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請

・
提
出
者　

�
岡
山
県
教
職
員
組
合

　
　
　
　
　
笠
岡
浅
口
支
部

・
紹
介
議
員　
大
西　
洋
平

○�

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療
費

助
成
の
拡
充
に
関
す
る
請
願

・
提
出
者　

�

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

　
　
　
　
　
広
島
原
告
団
岡
山
支
部

・
紹
介
議
員　
大
西　
洋
平

○�

海
洋
環
境
整
備
事
業
の
充
実
と
体
制
拡
充

を
求
め
る
陳
情

・
提
出
者　

�

国
土
交
通
労
働
組
合

　
　
　
　
　
中
国
港
湾
空
港
支
部

　
次
の
陳
情
は
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

【
不
採
択
】

○�

「
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
意

見
書
」
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

・
提
出
者　
岡
山
県
労
働
組
合
会
議

○�

集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て
の
憲
法
解
釈
変

更
を
し
な
い
よ
う
関
係
機
関
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

・
提
出
者　
岡
山
県
平
和
委
員
会

　

決
算
認
定

　
平
成
25
年
度
決
算
の
認
定
に
関
す
る

10
議
案
は
、各
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
事
件
と
し
ま
し
た
。

　
11
月
に
行
わ
れ
る
常
任
委
員
会
で
慎

重
に
審
査
し
、
12
月
定
例
会
で
採
決
さ

れ
ま
す
。

　
審
査
内
容
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

幼稚園の授業（鴨方東幼稚園）
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７
月
臨
時
会

 

契
約

○�

工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
本
館
棟
機
械
設
備
工
事
に
つ
い
て
、

７
億
２
２
５
２
万
円
で
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

一
部
事
務
組
合
議
会
の
人
事

　
浅
口
市
が
近
隣
市
町
と
共
同
し
て
事
務
を
行
う
一
部
事
務

組
合
の
議
会
が
開
か
れ
、
当
市
議
会
議
員
が
次
の
役
職
に
就

き
ま
し
た
。

◆ 

笠
岡
地
区
消
防
組
合

◆ 

岡
山
県
西
部

環
境
整
備
施
設
組
合

◆ 

岡
山
県
西
部
地
区

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

◆ 

岡
山
県
西
南
水
道
企
業
団

◆ 

岡
山
県
西
部衛

生
施
設
組
合

副議長
柚木　　毅

副議長
香取　良勝

副議長
原　　　彰

副議長
大西　恒夫

監査委員
井上　邦男

臨
時
会
を
７
月
16
日
に
開
催
し
、

次
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

議案に対する賛否

「○」賛成、「×」賛成でない、「－」不参加、「欠」欠席

「○」賛成、「×」賛成でない、「－」不参加、「欠」欠席

※議長は採決に加わりません。

※議長は採決に加わりません。

◎ 7月臨時会
会　派　名 浅政会 政和会 無会派

議決結果議員名　

　議案名

田
口
桂
一
郎…

（
議
長
）

大
西　
洋
平

柚
木　
　
毅

中
西　
美
治

原　
　
　
彰

平
田　
襄
二

伊
澤　
　
誠

井
上　
邦
男

藤
澤　
　
健

香
取　
良
勝

大
西　
恒
夫

青
木　
光
朗

加
藤　
淳
二

桑
野　
和
夫

岡
邊　
正
継

竹
本　
幸
久

佐
藤　
正
人

福
田　
　
玄

議案第46号 工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

◎９月定例会
会　派　名 浅政会 政和会 無会派

議決結果議員名　

　議案名

田
口
桂
一
郎…

（
議
長
）

大
西　
洋
平

柚
木　
　
毅

中
西　
美
治

原　
　
　
彰

平
田　
襄
二

伊
澤　
　
誠

井
上　
邦
男

藤
澤　
　
健

香
取　
良
勝

大
西　
恒
夫

青
木　
光
朗

加
藤　
淳
二

桑
野　
和
夫

岡
邊　
正
継

竹
本　
幸
久

佐
藤　
正
人

福
田　
　
玄

議案第47号 浅口市いじめ問題対策連絡協議会等条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第48号 浅口市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第49号 浅口市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第50号 浅口市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第51号 浅口市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第52号 平成 26年度浅口市一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第53号 平成 26年度浅口市介護保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第54号 市道路線の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議案第55号 市道路線の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 適　　任
発議第８号 海洋環境整備事業の充実と体制拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
発議第９号 食料自給率の向上を最優先した「農政改革」を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

発議第10号 少人数学級の推進など定数改善と義務教育費国庫負担制
度２分の１復元に係る意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

発議第11号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する
意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願第１号 食料自給率の向上を最優先した「農政改革」を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

請願第２号
少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担
制度２分の１復元をはかるための、2015年度政府予算に
係る意見書採択の要請

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

請願第３号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
陳情第１号 海洋環境整備事業の充実と体制拡充を求める陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
陳情第３号 「特定秘密保護法の廃止を求める意見書」採択についての陳情 ○ × × × × × ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ × ○ 不 採 択

陳情第４号 集団的自衛権についての憲法解釈変更をしないよう関係
機関に意見書を提出することを求める陳情 ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × 不 採 択
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委員会レポート

９
月
定
例
会
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会
の
審
査
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

○
８
月
８
日

　
２
件
の
陳
情
を
審
査
し
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
意
見
が
分

か
れ
、
起
立
採
決
の
結
果
、

２
件
と
も
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

・�「
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
」
採

択
に
つ
い
て
の
陳
情

【
採
択
の
意
見
】

　
特
定
秘
密
の
規
定
が
非
常

に
あ
い
ま
い
で
あ
る
。

　

国
民
の
多
く
が
こ
の
法
に

反
対
し
て
い
る
。

【
不
採
択
の
意
見
】

　

世
界
に
お
け
る
現
在
の
日

本
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
何

ら
か
の
制
約
は
必
要
。

・�

集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て

の
憲
法
解
釈
変
更
を
し
な

い
よ
う
関
係
機
関
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情

【
採
択
の
意
見
】

　

世
論
調
査
で
は
、
多
く
の

国
民
が
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
に
反
対
し
て
い
る
。

　
今
後
、
閣
議
決
定
の
撤
回

を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

【
不
採
択
の
意
見
】

　
７
月
１
日
に
す
で
に
憲
法

解
釈
変
更
の
閣
議
決
定
が
な

さ
れ
て
お
り
、
時
機
を
逸
し

て
い
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
に
つ
い
て

は
今
後
国
で
法
令
制
定
の
過

程
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

○
８
月
８
日

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な

ど
、
世
界
的
な
大
流
行
と
な

る
恐
れ
が
あ
る
病
原
性
の
高

い
新
感
染
症
に
対
応
す
る
た

め
、
浅
口
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
を
策

定
し
た
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　
行
動
計
画
の
目
的
は
、「
感

染
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑

制
し
、
市
民
の
生
命
及
び
健

康
を
保
護
す
る
こ
と
」、「
市

民
生
活
及
び
市
民
経
済
に
及

ぼ
す
影
響
が
最
少
と
な
る
こ

と
」
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

実
施
体
制
、
ま
ん
延
防
止
、

予
防
接
種
、
医
療
等
の
具
体

的
な
対
策
を
規
定
し
て
い
ま

す
。

　
市
は
、
他
の
自
治
体
や
県
と

連
携
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

○
８
月
４
日

　
陳
情
を
審
査
し
、
全
会
一

致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決

定
し
ま
し
た
。

・�

海
洋
環
境
整
備
事
業
の
充

実
と
体
制
拡
充
を
求
め
る

陳
情

【
採
択
の
意
見
】

　
海
洋
環
境
整
備
事
業
の
充

実
と
、
非
常
災
害
時
の
緊
急

支
援
物
資
の
輸
送
や
港
湾
機

能
の
維
持
・
早
期
復
旧
を
行

う
防
災
体
制
の
拡
充
を
国
に

求
め
る
と
い
う
趣
旨
は
適

当
。

○
７
月
17
日

　
鴨
方
町
域
と
里
庄
町
で
構

成
す
る
鴨
方
都
市
計
画
区
域

と
金
光
町
域
が
、
統
一
的
な

土
地
利
用
規
制
等
に
よ
り
、

一
体
的
な
土
地
利
用
の
実
現

が
図
ら
れ
る
場
合
に
は
、
金

光
町
域
を
鴨
方
都
市
計
画
区

域
に
編
入
し
、
新
た
な
都
市

計
画
区
域
と
し
て
再
編
す
る

こ
と
を
岡
山
県
が
検
討
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

体
的
な
土
地
利
用
の
実
現
を

図
る
と
は
、
現
在
は
規
制
の

緩
や
か
な
鴨
方
都
市
計
画
区

域
に
、
新
た
に
土
地
利
用
の

規
制
を
か
け
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
市

で
は
危
惧
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
金
光
町
域
を
鴨
方

都
市
計
画
区
域
と
同
じ
と
す

る
こ
と
を
岡
山
県
に
要
望
し

て
い
る
が
、
県
の
方
針
と
隔

た
り
が
大
き
く
、
協
議
が
難

航
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

　
な
お
、
浅
口
市
総
合
計
画

の
策
定
に
合
わ
せ
て
、
都
市

計
画
に
関
す
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
予
定

で
、
今
後
、
本
委
員
会
に
ア

ン
ケ
ー
ト
の
内
容
等
が
提
示

さ
れ
る
予
定
で
す
。

総
務
文
教

常
任
委
員
会

民
生常

任
委
員
会

産
業
建
設

常
任
委
員
会

都
市
計
画
調
査

特
別
委
員
会

都市計画区域の現状
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■

浅
口
市
の
防
災
事
業
に
つ
い
て

　

今
年
度
改
訂
予
定
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
変
更
点
は
。

　
岡
山
県
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
被
害
想
定
に
基
づ
き
、
最
新
の
津

波
浸
水
想
定
区
域
を
反
映
さ
せ
、
土

砂
災
害
警
戒
区
域
の
最
新
情
報
を
掲

載
す
る
予
定
。

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
住
民
へ
ど

う
説
明
し
て
い
る
か
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
大
い
に
活
用

し
、
地
域
へ
の
出
前
講
座
で
啓
発
し

て
い
き
た
い
。

　

避
難
所
の
運
営
組
織
の
あ
り
方
、

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
は
。

　

避
難
所
運
営
は
市
職
員
を
配
置

し
、
自
主
防
災
組
織
等
関
係
者
の
協

力
の
も
と
運
営
す
る
。
具
体
的
な
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
際
、
地

震
発
生
か
ら
津
波
到
達
ま
で
３
時
間

で
３ｍ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
堰
板
の
設

置
が
間
に
合
わ
な
い
の
で
は
。

　
堰
板
で
の
対
応
箇
所
が
20
カ
所
程

度
残
っ
て
い
る
。県
と
協
議
し
、ゲ
ー

ト
へ
の
改
修
を
早
急
に
進
め
た
い
。

■

寄
島
・
鴨
方
間
の
直
通
バ
ス
の
運
行
を

　
定
住
促
進
、
寄
島
地
域
の
通
勤
・

通
学
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、寄
島・

本
庁
舎
（
Ｊ
Ｒ
鴨
方
駅
経
由
）
間
を

結
ぶ
直
通
便
の
バ
ス
運
行
を
。

　
市
民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
交
通

手
段
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
定
住
促
進
の
た
め
に
も
公
共
交

通
体
系
の
整
備
は
必
要
で
あ
る
。
市

全
体
の
公
共
交
通
が
ど
う
あ
る
べ
き

か
研
究
し
て
い
き
た
い
。

■

学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
は

　
授
業
時
間
を
増
や
す
た
め
、
本
年

度
か
ら
夏
休
み
短
縮
を
実
施
し
て
い

る
が
、
土
曜
授
業
を
行
う
自
治
体
も

あ
る
。
違
い
は
何
か
。

　
学
校
で
の
学
習
時
間
の
増
加
が
学

力
向
上
の
確
か
な
方
策
と
考
え
て
い

る
。
土
曜
授
業
も
そ
の
一
環
で
、
概

ね
１
学
期
に
１
回
程
度
と
聞
い
て
い

る
。

　

本
市
で
は
様
々
な
角
度
で
検
討

し
、
小
中
学
校
の
普
通
教
室
の
エ
ア

コ
ン
整
備
に
よ
る
環
境
が
整
っ
た
の

で
、
連
続
し
て
１
週
間
の
学
習
時
間

が
確
保
で
き
る
夏
休
み
の
短
縮
と
し

た
。

　
エ
ア
コ
ン
整
備
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
た
が
、
学
力
向
上
の
成

果
は
い
つ
出
る
と
考
え
る
か
。

　
何
を
も
っ
て
成
果
と
す
る
の
か
難

し
い
。
県
下
で
初
め
て
夏
休
み
の
授

業
を
正
式
な
授
業
と
し
た
。
効
果
が

出
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
公
表
す
る

の
か
。
学
校
ご
と
に
公
表
し
て
も
よ

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

市
全
体
の
状
況
は
分
析
を
行
い
、

教
育
委
員
会
議
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
。
学
校
の
状
況
は
各
学
校

で
保
護
者
向
け
に
公
表
し
、
数
値
等

で
序
列
化
し
な
い
よ
う
、
わ
か
り
や

す
く
文
章
で
の
説
明
を
考
え
て
い

る
。

■

給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
材
の
購
入
先
は

　
来
年
度
、
新
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の

給
食
が
始
ま
る
が
、
米
・
肉
・
魚
な

ど
地
元
で
扱
え
る
も
の
は
市
内
業
者

か
ら
購
入
す
べ
き
で
は
。

　
給
食
食
材
の
納
入
は
、
衛
生
管
理

や
異
物
混
入
防
止
の
基
準
を
守
っ
て

も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
多
量
の
食
材
を
扱

う
た
め
、
納
入
業
者
に
新
た
に
お
願

い
す
る
項
目
も
あ
る
。
で
き
る
だ
け

地
元
商
店
か
ら
の
購
入
を
検
討
し
、

関
係
者
に
説
明
し
て
い
き
た
い
。

一般質問

浅政会　代表
中西　美治
質問項目
●�市の防災事業に

ついて
●�学力向上事業に

ついて
●�定住促進事業に

ついて

政和会　代表
井上　邦男
質問項目
●�学力向上 No.1

プロジェクトに
ついて

●�給食センターに
ついて

問問

問

問問 答 答答

答答

問問

問 問

答答

答答

防潮堤開閉ゲート
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■

高
齢
者
支
え
合
い

　

サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の
充
実
を

　
平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
改

革
に
お
け
る
「
高
齢
者
支
え
合
い
サ

ポ
ー
タ
ー
事
業
」
の
位
置
づ
け
と
今

後
の
取
組
み
は
。

　
本
事
業
は
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス

を
通
じ
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
維

持
で
き
、利
用
者
の
重
度
化
の
予
防
、

自
立
支
援
の
促
進
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の

生
き
が
い
づ
く
り
等
へ
の
効
果
が
あ

る
。
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

■

要
支
援
１・２
の
支
援
対
策
は

　

平
成
27
年
度
か
ら
要
支
援
１・
２

の
訪
問
・
通
所
介
護
事
業
が
市
町
村

に
移
行
さ
れ
、
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
運
営
側

で
あ
る
市
の
人
材
確
保
が
重
要
に
な

る
。
厚
生
労
働
省
は
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
い
う
地
域
支
え
合

い
推
進
員
配
置
を
奨
励
し
て
い
る

が
、
本
市
の
考
え
は
。

　
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
、
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

通
所
型
サ
ー
ビ
ス
と
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
。
訪
問
・
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
質
が

大
き
く
低
下
す
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
、
専
門
的
な
人
材
等

の
確
保
も
必
要
と
考
え
る
。

　
医
療
・
介
護
の
一
体
的
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
方
向
性

は
。

　
平
成
27
年
度
の
介
護
保
険
制
度
の

改
正
内
容
の
中
で
も
、
在
宅
医
療
・

介
護
の
連
携
の
推
進
が
重
要
な
項
目

と
し
て
あ
が
っ
て
い
る
。

　
平
成
30
年
４
月
ま
で
に
は
医
師
会

等
と
連
携
し
つ
つ
市
町
村
を
中
心
と

し
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
地

域
で
医
療
・
介
護
の
方
々
の
「
顔
の

見
え
る
関
係
」
を
ど
の
よ
う
に
築
い

て
い
く
か
関
係
機
関
と
連
携
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。

■

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備
を

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
の
た

め
、
災
害
発
生
時
に
避
難
場
所
と
し

て
の
役
割
や
地
域
防
災
の
拠
点
の
役

割
も
果
た
す
、
総
合
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
大
字
単
位
で
充
実

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
昨
年
12
月
定
例
会
で
早
急
に
検
討

す
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
の
状
況
は
。

　
市
内
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
公
会
堂
等
の
設
置
状
況
や
管

理
運
営
の
状
況
、
維
持
管
理
等
の
経

費
、
合
併
時
の
協
議
内
容
、
施
設
に

対
す
る
補
助
の
要
望
等
に
つ
い
て
整

理
し
、
取
り
ま
と
め
を
し
て
い
る
。

他
の
政
策
や
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
、

今
後
の
財
政
状
況
等
も
勘
案
し
、
総

合
的
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
岡
山
西
農
協
の
旧
西
六
店
は

西
六
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
拠
点
で

あ
り
、
西
六
地
区
の
投
票
所
で
も
あ

る
。
ま
た
、
西
六
地
区
に
は
災
害
時

の
避
難
所
も
な
い
。
８
月
に
廃
止
さ

れ
た
が
、
こ
れ
を
市
が
直
接
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
及
び
広
場
と
し
て

整
備
し
て
ほ
し
い
。

　
再
来
年
度
か
ら
交
付
税
が
削
減
さ

れ
る
厳
し
い
財
政
状
況
等
、
現
在
の

段
階
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
整
備
は
非
常
に
難
し
い
。

　
当
面
の
間
、
現
在
の
建
物
や
広
場

は
使
え
る
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
の

Ｊ
Ａ
の
考
え
方
を
聞
い
て
、
情
報
を

集
め
な
が
ら
話
を
し
て
い
き
た
い
。

市政を問う！

佐藤　正人

大西　洋平

質問項目
●�高齢社会の
　�地域支え合いと

介護施策につい
て

質問項目
●�コミュニティの

施設整備につい
て

問問

問

答

答

答

答

答

問問

JA 岡山西旧西六店
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■

定
住
促
進
策
の
方
向
性
は

　
近
年
の
市
の
人
口
増
減
は
。
ま
た

今
後
の
推
移
を
ど
う
予
測
し
て
い
る

の
か
。
定
住
促
進
策
を
進
め
、
ど
の

程
度
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
の

か
。

　
社
会
動
態
で
は
転
出
超
過
が
続
い

て
お
り
、
直
近
５
年
間
で
毎
年
平
均

110
人
減
少
し
て
い
る
。
出
生
・
死
亡

の
自
然
動
態
を
加
え
る
と
毎
年
平
均

342
人
の
減
少
と
な
る
。
平
成
27
年
に

人
口
は
３
万
５
千
人
を
割
り
、
平
成

42
年
に
は
３
万
人
を
下
回
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
、
平
成
28
年
に
３
万
５
千
人

を
目
指
し
た
い
。

　

住
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
考
え
て
い
る

か
。
若
者
が
出
て
い
か
な
い
よ
う

に
、
ま
た
他
の
ま
ち
に
出
て
い
っ
た

人
が
帰
っ
て
く
る
策
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。

　
30
歳
を
対
象
に
市
の
良
さ
を
再
認

識
し
て
も
ら
う
「
三
十
路
の
集
い
」、

住
宅
地
の
開
発
を
促
進
す
る
「
あ
さ

く
ち
住
マ
イ
ル
ロ
ー
ド
促
進
事
業
」

等
の
ほ
か
、
移
住
者
へ
の
住
宅
情
報

支
援
も
行
っ
て
い
る
。
行
政
サ
ー
ビ

ス
そ
の
も
の
が
定
住
促
進
策
で
あ
る

と
考
え
、
定
住
促
進
本
部
を
中
心
に

研
究
を
進
め
た
い
。

■

東
ア
ジ
ア
一
の
望
遠
鏡
で
ま
ち
づ
く
り

　
京
都
大
学
が
3.8ｍ
の
東
ア
ジ
ア
最

大
と
な
る
望
遠
鏡
を
新
た
に
設
置
す

る
計
画
が
あ
る
。
天
文
台
が
で
き
る

と
訪
問
者
が
増
え
る
の
で
、
道
路
標

識
の
設
置
や
観
光
看
板
を
作
成
し
て

は
。

　

ま
た
、
市
内
企
業
に
呼
び
か
け
、

関
連
グ
ッ
ズ
を
開
発
し
て
は
。

　
浅
口
市
を
全
国
に
発
信
す
る
絶
好

の
機
会
。
新
天
文
台
と
の
共
存
共
栄

を
目
指
し
、
京
都
大
学
と
協
議
し
地

域
の
発
展
に
つ
な
げ
た
い
。
道
路
標

識
や
関
連
商
品
の
開
発
等
、
観
光
施

策
を
検
討
し
た
い
。
県
、
近
隣
自
治

体
、
経
済
団
体
等
各
方
面
へ
も
積
極

的
に
働
き
か
け
た
い
。

■

企
業
用
地
の
相
談
窓
口
を

　
企
業
誘
致
が
可
能
な
民
間
の
土
地

の
相
談
窓
口
を
つ
く
り
、
積
極
的
に

ま
と
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
は
。

　
企
業
誘
致
が
可
能
な
用
地
情
報
は

遊
休
地
、
企
業
跡
地
等
に
分
類
し
、

工
業
団
地
推
進
室
が
窓
口
と
な
り
取

り
ま
と
め
て
い
る
。
民
有
地
情
報
は

不
特
定
多
数
が
閲
覧
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
掲
載
せ
ず
、
窓
口
や
県

を
通
じ
て
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
企
業

に
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。

■

学
校
等
の
周
年
事
業
の
支
援
金

　
学
校
創
立
周
年
事
業
の
支
援
金
を

ど
の
よ
う
な
基
準
で
支
出
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
規
則
を
作
る
つ
も
り
は

な
い
か
。

　
浅
口
市
補
助
金
等
交
付
規
則
に
よ

り
、
対
象
事
業
ご
と
に
目
的
や
内
容

を
審
査
し
、
実
施
の
可
否
を
検
討
、

過
去
の
実
績
や
市
の
財
政
事
情
を
考

慮
し
、補
助
金
額
を
決
定
し
て
い
る
。

　
周
年
事
業
補
助
金
は
頻
繁
に
発
生

す
る
も
の
で
は
な
く
、
事
業
計
画
や

規
模
も
様
々
な
た
め
、
補
助
金
等
交

付
規
則
の
な
か
で
適
切
に
検
討
し
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　
同
窓
会
の
周
年
事
業
に
も
支
援
金

を
検
討
し
て
は
。

　
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

■

道
の
駅
の
整
備
を

　
国
道
２
号
バ
イ
パ
ス
工
事
は
順
調

に
進
ん
で
い
る
か
。
道
の
駅
整
備
の

検
討
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　
Ⅰ
期
区
間
の
玉
島
阿
賀
崎
か
ら
金

光
町
佐
方
ま
で
は
暫
定
２
車
線
で
予

定
通
り
、
今
年
度
中
の
供
用
開
始
と

聞
い
て
い
る
。
Ⅱ
期
区
間
は
、
鴨
方

町
六
条
院
中
、
六
条
院
西
地
区
で
順

調
に
用
地
買
収
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
道
の
駅
の
整
備
は
、
バ
イ
パ
ス
や

工
業
団
地
の
整
備
に
よ
る
本
線
、
側

道
の
車
の
流
れ
が
予
測
可
能
と
な
っ

た
段
階
で
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

一般質問

柚木　毅

質問項目
●�定住促進策につ

いて
●東アジア一の
　�望遠鏡でまちづ

くりについて

大西　恒夫

質問項目
●企業誘致の用地
　について
●�学校等の周年事

業の支援金につ
いて

●道の駅について

問

問

問問

問

問

問 答

答

答答

答

答

答
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■

受
益
者
負
担
金
の
対
象
は

　
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
対
象
と

な
る
土
地
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
下
水
道
整
備
さ
れ
た
区
域
内
の
土

地
す
べ
て
の
受
益
地
が
負
担
金
の
対

象
。
た
だ
し
農
地
、
山
林
は
宅
地
と

し
て
使
用
す
る
ま
で
は
徴
収
の
猶
予

が
あ
り
、
学
校
用
地
、
集
会
所
、
墓

地
な
ど
は
減
免
を
受
け
ら
れ
る
が
申

請
の
必
要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
畑
が
ど
う
い
う
状
態
な
ら

徴
収
猶
予
等
の
措
置
を
受
け
ら
れ
る

か
。

　
土
地
の
す
べ
て
、
も
し
く
は
相
当

程
度
以
上
の
部
分
が
現
況
の
地
目
と

異
な
る
こ
と
や
、
土
地
に
明
確
な
区

分
け
が
あ
れ
ば
、
宅
地
部
分
の
み
の

負
担
金
を
徴
収
す
る
。
総
合
的
に
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
早
め
に

下
水
道
課
へ
相
談
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

■

ご
み
の
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
を

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
な
ど

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
の
収
集
回
数
の
増

加
や
収
集
場
所
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
は
。

　
収
集
回
数
の
増
加
は
、
収
集
運
搬

に
相
当
の
経
費
が
か
か
る
た
め
現
状

の
回
数
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

収
集
場
所
の
確
保
は
、
資
源
ご
み
の

回
収
拠
点
施
設
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。

　
公
共
施
設
へ
場
所
を
設
け
る
の
は

管
理
上
の
問
題
も
あ
る
が
、
今
後
十

分
検
討
す
る
。

■

子
ど
も
の
遊
び
場
の
確
保
を

　
保
護
者
を
中
心
に
、
市
内
に
子
ど

も
の
遊
び
場
が
少
な
い
と
い
う
声
を

よ
く
聞
く
。
早
急
に
対
応
し
て
ほ
し

い
。

　

子
育
て
し
や
す
い
環
境
整
備
は
、

優
先
す
べ
き
政
策
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
の
拠
点
施
設
を
整
備
す

る
た
め
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る
予

算
を
計
上
し
て
い
る
。

■

農
林
水
産
業
の
産
業
化
の
推
進
を

　
新
規
就
農
者
を
増
や
す
取
り
組
み

は
行
っ
て
い
る
か
。
農
地
を
守
る
と

い
う
考
え
か
ら
も
国
の
青
年
就
農
給

付
金
等
を
活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
県
農
林
漁
業
担
い
手
育
成
財
団
の

事
業
を
取
り
入
れ
、
39
歳
以
下
の
新

規
就
農
者
に
奨
励
金
を
交
付
し
て
い

る
。
定
年
後
に
農
業
を
始
め
る
定
年

帰
農
者
に
は
、
Ｊ
Ａ
主
催
の
農
業
塾

の
参
加
者
に
、
鴨
方
町
引
野
地
区
の

「
桃
の
団
地
化
事
業
」
へ
の
参
加
を

呼
び
掛
け
る
な
ど
し
て
い
る
。

　
青
年
就
農
給
付
金
で
は
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
た
30
歳
代
の
就

農
者
に
経
営
開
始
型（
最
長
５
年
間
、

年
150
万
円
）
の
給
付
を
行
っ
て
い

る
。県
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
や
、

Ｊ
Ａ
等
と
の
連
携
を
深
め
、
農
地
の

斡
旋
、
就
業
奨
励
金
や
制
度
資
金
等

各
種
施
策
の
活
用
に
よ
り
新
規
就
農

者
の
確
保
に
取
り
組
み
た
い
。ま
た
、

オ
リ
ー
ブ
や
ア
ボ
カ
ド
な
ど
、
新
し

い
品
目
に
取
り
組
む
若
い
農
業
者
の

支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

■

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ス
マ
ホ
対
応
に

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
リ
ー
ス
し
て
は
。

　

情
報
を
収
集
す
る
市
民
の
皆
様

と
、
情
報
を
発
信
す
る
市
の
双
方
に

と
っ
て
有
益
で
あ
る
の
で
早
急
に
対

応
し
た
い
。

■

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

　

カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
の
改
善
を

　
備
品
を
増
強
し
た
り
、
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
更
な
る
賑
わ

い
の
創
出
を
し
て
は
。

　

事
業
者
の
要
望
等
も
聞
き
な
が

ら
、来
年
度
に
向
け
て
検
討
し
た
い
。

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
は
、
衛
生
面
や

運
営
の
問

題
も
あ
る

が
、
希
望

が
あ
れ
ば

相
談
に
応

じ
た
い
。

市政を問う！

福田　玄

質問項目
●�災害受援計画の

策定について
●�農林水産業の
　産業化について
●�ようこそ！
　浅口ベイビー
　サポート事業に
　ついて
●�市ホームページ

について
●�健康福祉セン

ターのカフェス
ペースについて

桑野　和夫

質問項目
●�下水道事業の
　進捗状況と
　下水道負担金に
　ついて
●�ごみの減量化に

ついて
●�地域支援事業に

ついて
●�子育て支援、
　定住促進へ、
　子どもの遊び場
　の確保について

問

問

問

問問

問

問

答

答

答

答答

答

答

健康福祉センター前の
オープンスペース



 

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
平
田
襄
二

副
委
員
長　
伊
澤　
誠

委　
　
員　
福
田　
玄　
佐
藤
正
人

　
　
　
　
　
桑
野
和
夫　
中
西
美
治

　
　
　
　
　
大
西
恒
夫　
大
西
洋
平

　
８
月
６
日
、
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
議
員
も
参
列
し
、
代
表
し
て
議
長
が

玉
串
を
奉ほ
う
て
ん奠

し
ま
し
た
。

　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
27

年
６
月
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
来
年
度
２
学
期
か
ら
供
用
開
始
の

予
定
で
す
。

　
９
月
６
日
、
寄
島
中
学
校
の
体
育
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
絶
好
の
秋
空
の
下
、
昨
年
整
備
さ
れ

た
広
々
と
し
た
運
動
場
で
、
保
護
者
や

先
生
方
の
見
守
る
中
、
生
徒
の
皆
さ
ん

は
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮

し
、
素
晴
ら
し
い
演
技
を
披
露
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
３
年
生
は
保
護
者
と
一
緒
の

演
技
も
あ
り
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

表
紙
写
真
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議
会
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

声
の
議
会
だ
よ
り

　
目
の
不
自
由
な
方
に
も
議
会

の
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
浅
口
は
る
か
会
の
ご
協
力

に
よ
り
議
会
だ
よ
り
を
音
訳
し

て
い
ま
す
。

新学校給食センター建設工事 着工

　傍聴は議会活動にふれる最も
身近な方法です。
　議員の一般質問や市政の方針
を決定する議案の審議など、ぜ
ひご覧ください。
　当日の受付で、傍聴できます
ので、市役所３階の議会事務局
までお越しください。

（日程の詳細はホームページでご確認
いただくか、事務局☎ 44-7010 にお
問い合わせください。）

傍聴へお越しください！ ◆ 研修会に参加 ◆
　８月 22 日、県下 15 市の議会議員を対象に研修会が
行われ、浅口市議会議員も出席しました。
　研修会では、中央大学大学院教授の佐々木信夫氏を
講師に迎え、「地方議会をどう変えるか」を演題に講演が
行われました。
　佐々木氏は地方議会の役割として、「決定・監視・提案・
集約」の４つを挙げ、これからは従前の決定機関・監視
機能だけでなく、市民の意見を集約し、政策提案するこ
とが重要など、議
会のあり方に触れ
られ、「地域が元気
になる仕組みづくり
に努めてほしい」と
述べられました。


